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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合

①系列学習が自らの進路に直結することから、学びが
社会貢献に繋がることを意識付ける。

②系列学習の実践の場であることを理解させ、これら
の経験から自己有用感を高める。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

①授業評価等で教員が振り返りを行い、適切な指導を
行う。

①進学希望者が増加していることから、基礎力テスト
が進学に資することを理解させる。

②平常時より課題等による授業以外での学習習慣の確
立を図る。

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

①挨拶の意義を指導し、教職員からも積極的に挨拶す
る。また、始業、終業時の分離礼を徹底する

②職員会議、朝会等で、全職員の情報共有を図る。

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

①全教職員が、いじめの未然防止に努めるとともに、
発生時の解消率が１００％である。

①不適応傾向の生徒に対する早期対応及び長期欠席者
（不登校生徒）への対応（家庭連絡等）を的確に行
う。

②生徒の動向を正確に把握し、各分掌と連携して組織
的な対応を行う。

③部活動や研究部活動の充実に努めるとともに困難に
負けない強い気持ちが育つよう生徒に寄り添う。

④整美委員会の生徒が主体となり清掃用具の管理を行
い、日常的な清掃の徹底に努める。

7 計画的な指導を行っていま
すか。 ①インターンシップへの参加を組織的に指導する。

②取得可能な各種資格を紹介し、組織的に指導・支援
する。

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

①系列の専門性を生かしたインターンシップの充実と
参加率の向上を図る。

②進路指導の充実を図るとともに、大学・短大入試担
当者や企業採用担当者との連絡を積極的に行う。

①学校行事や日常の教育活動を定期的に発信し、継続
的な更新に努める。

②三者面談の実施や学年通信の発行、メール配信等を
行うことにより保護者との連携を向上させる。

③興陽フェスタ、１日体験入学、部活動見学会、系列
授業見学会、放課後学校見学会を計画的に実施し、本
校の教育活動や特色を積極的に発信する。

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

①BYOD端末を活用し、生徒が調べた情報を整理・分
析し、自分の考えをまとめて共有できる学習活動を充
実させる。

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

①業務を処理する際にＩＣＴを活用し、時間短縮に努
める。
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達成状況のまとめ及び次年度の課題 学校関係者評価
評　価　対　象 評　価　項　目 具体的数値項目

②地域との交流活動やボランティア活動に参
加した生徒が７０％以上である。

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

①「授業は分かりやすい」と感じる生徒が９
０％以上である。

3 生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

①基礎力診断テストにおいてＧＴＺが上昇し
ている生徒が６０％以上である。

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい

ますか。

1 特色ある教育活動を行って
いますか。

①自分が所属する系列の学習活動に満足して
いる生徒が９０％以上である。

②定期試験前や試験期間中に家庭学習を２時
間以上行っている生徒が７５％以上である。

Ⅲ 生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

①誰にでもしっかりと挨拶ができる生徒が７
５％以上である。

②生徒に関する情報交換を学期に３回以上実
施する。

①全教職員が、いじめの未然防止に努めると
ともに、発生時の解消率が１００％である。

　
6 生徒は健康で、規則正しい

学校生活を送っています
か。

①生徒の欠席率が２．０％以下である。

②中途退学者及び転学生徒が９名以下であ
る。

③部編成時の部活動や研究部の加入率が７
０％以上であり年間を通じて活動している生
徒の割合が６０％以上である。

④「清掃が行き届いている」と感じている生
徒が８０％以上である。

Ⅳ 生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

①インターンシップに参加した生徒が１０
０％である。

②生徒が取得した資格数が、一人あたり１，
５以上である。

①将来の職業について考え、進路実現に主体
的に取り組んでいる生徒が８５％以上であ
る。

②目標としていた進路を実現できた生徒が９
５％以上である。

Ⅴ 開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

9 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。 ①学校のＷｅｂページ及びInstagramを月２

回以上更新している。

②学校の教育活動を理解し、満足している保
護者が９５％以上である。

③地域や中学生・保護者に向けた公開行事を
年間５件以上実施する。

①生徒に対して有効な授業を行うために、Ｉ
ＣＴ端末を活用し、自動採点、課題提出、資
料や図の提示等を授業に取り入れている教員
が80％以上である。

①ＩＣＴを活用して業務を改善しようと努力
している職員が８５％以上である。


